
令和８年３月議会定例会一般質問 

     № １ 
    通告順 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問者 

１．少子化が進ん

でいる。より良い

教育を受けるため

にも、小学校・中

学校の統合が必要

と思われます。 

（１）町長施政方針で、小中一貫校・他地域と

の統合の議論を進めるとあるが、具体的な検

討・研究はされているか伺う。 

 

（２）施設の利活用についても、同時に検討を

行うか伺う。 

９番 

 高橋 進 

 

 

 

 

１．持続可能な下

水道事業について 

（１）広報１月号の「令和６年度の地区別下水

道の水洗化状況」について（資料提出） 

 接続済世帯で空家等で実際に使用していな

い戸数は 

 

（２）一般会計から事業会計への繰り出しルー

ルについて 

 

（３）地震等により下水道施設が破損した場合

の対応は 

 

（４）今後の人口減少が進む中、特環と農集排

施設はどのように維持していくか 

 

（５）集合処理から個別処理について 

 

（６）施政方針には、適正な上下水道料金の審

議を上下水道審議会で行う予定となっている。

それまでに将来人口予測に合わせた下水使用

料金と一般会計からの繰出金のシミュレーシ

ョンの作成について 

４番 

 近藤 隆 

 
 



 № ２ 
    通告順 

 
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問者 

１．今任期におけ

る中間評価を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．不安じゃなく

夢を持てる南木

曽にするには 

町の人口を増やす、もっと働く議会にと言っ

て、議員にさせていただき任期も半分が過ぎよ

うとしています。しかし、この２年間で 3,713

人いた人口は(R6/3/31）現在、玄関先の掲示板

によると 3,580人と減少に歯止めがかからない

状況です。 

私自身、議員として町の為になっているのだ

ろうか？前例踏襲主義のこのままで未来につ

ながる何かを成し遂げられているのだろう

か？ 本当に危機感を持った町政運営に参画で

きているのか？いつも自問自答していること

を質問させていただきます。 

いま、この進め方のままで町は元気になるの

か？町長が目指す町の姿に対しこの２年間の

成果はどのように出ているのでしょうか？と

ても心配です。お願いいたします。 

 

役場で働く職員さんの平均年齢を教えてく

ださい。 

私の世代まではギリギリ逃げ切れるでしょ

う。しかし 40 代以下の若者たちへ公共施設を

含むインフラ施設や住めない空き家等、どうに

かしなくてはいけない問題を先送りしてもい

いのか？総合計画は策定されてはいます。がし

かし時代の変化に対応したフレキシブルな町

政を皆で共有したいと思いますがどう思われ

ますか？ 

２番 

 藤原 昭次 

 

 

 

 



№ ３ 
    通告順 

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問者 

１．住民が挑戦で

きる環境づくり

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．町政報告会の

在り方について 

町の総合計画では、基本目標２「元気とうるおい

のあるまちづくり」に関する住民アンケートにおい

て、「新たなことに挑戦・成長するための機会がある」

と回答した住民の割合が 9.5％と示されています。こ

の結果は、町の中で新しいことに挑戦したり、自分

の力を発揮したりする機会や環境が、住民の実感と

して十分に感じられていない状況があるのではない

かと考えられます。人口減少が進む地方においては、

今この町に暮らしている人が、自分の力を活かして

挑戦できる環境をどう整えていくのかという視点

も、これからの地域づくりにおいて重要であると思

います。こうした背景を踏まえ、町として住民の挑

戦や成長の機会をどのように捉え、どのような環境

づくりを進めていくのかについて、質問いたします。 

このアンケート結果について、町としてどのよう

な要因があると分析しているのか。また、住民が新

たなことに挑戦したり成長したりする機会をつくる

ために、現在町としてどのような取組を行っている

のか伺います。 

 

 住民が地域づくりに関わり、新しいことに挑戦し

ていくためには、行政と住民が意見を交わす場がど

のように設けられているのかも重要であると考えて

います。そこで質問ですが、町政報告会について、

来年度も例年通りの形式で行う予定なのか、または

運営方法を工夫していく考えはあるのか伺います。 

１番 

山下 航 

 

 

 

 

１．令和 8 年度施

政方針災害対策 

（大規模地震災

害）について 

（１）近い将来、必ず発生する南海トラフ地震につ

いて備える時が来ています。避難所として公民館等

がなっている。耐震に不安があるが、どう対策を考

えているか。 

 

（２）災害の備えとして、公共施設等への災害備蓄

倉庫の新設等を計画していると思います。今後の防

災対策として、頑丈なコンテナハウスを取り入れて

はどうか。 

５番 

矢澤 和重 



 № ４ 
通告順 

  

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問者 

１．妻籠宿町営駐

車場の有効活用と

提案について 

（１）第１、第２、第３駐車場のそれぞれの

料金収入は。また地代はいくらか。過去 10 年

間の統計は。 

 

（２）閑散期または平日に空いているスペー

スの有効活用はされているか。 

 

（３）電気自動車(ＥＶ車)が増えてきている

中で、充電設備が足りていないと聞く。環境

意識の高い観光客へのアピール、妻籠宿滞在

時間の増にも繋がる。そろそろ数台導入して

はどうか。 

３番 

 伊藤 寿子 

 

 

 

 

１．平和のために

町の歴史を語り継

ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．リニア計画へ

の対応 

（１）戦後８０年を経て、満蒙開拓の歴史は

どこまで分かってきたか 

・満蒙開拓の歴史など、今回の町史編纂への

評価は 

 

（２）町の歴史を語り継ぎ、戦後を維持して

いくこと、平和について学んでいくこと 

・殉国慰霊塔などの史跡の保存や資料の発掘

と記録を 

・非核平和都市宣言の町でもあり、平和への

取り組みを 

   

（１）工事に伴う水資源の状況はどうなって

いるか 

・妻籠水道水源保全地区の観測データについ

て 

・減渇水が予想されるなかで、町の対応は 

・Ｒ６年度調査結果への県の助言について 

 

（２）水資源の恒久的補償の確約について 

・予備的措置に関する協定書の役割りの確認 

・減渇水時の恒久的補償の課題と確認書の見

直し 

７番 

坂本 満 



№ ５ 
通告順 

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問者 

２．リニア計画へ

の対応 

（３）発生土と盛土への対応 

・発生土運搬土量の公表を 

・大規模盛土への懸念事項について 

・富貴畑事業の造成地の場合 

・押出北発生土置き場予定候補地の場合 

７番 

 坂本 満 

 

 

 

１．南木曽町の施

政方針（予算編成

方針） について 

（１）行財政運営について 

国の令和８年度一般会計予算は 122.3 兆円の

大型予算として審議されているが、国がリード

しようとする「強い経済」と経済成長戦略のた

めには必然的に国債の発行など財政出動が必要

となり、これが逆に借金大国と評価される日本

の弱点と評価されて円安が進み、さらに輸入物

価が上昇することで日常生活にも負担増とな

る。 

加えてアメリ力 ・イスラエルによるイラン攻

撃が勃発し、今後は原油供給の不安から益々物

価が高騰する懸念が出始めた。 

現在南木曽町では国の７年度補正予算による

物価高騰や高料金対策などの降って湧いたよう

な給付金が町民に支給されているが、小規模自

治体である南木曽町としては、当初予算が上程

されたばかりで恐縮ではあるが、令和８年度は

これまで以上に情勢・情報アンテナを高くして

行財政運営する必要があると思うがどうか。 

８番 

山﨑 隆二 



№ ６ 
通告順 

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問者 

１．南木曽町の施

政方針（予算編成

方針） について 

（２）財政出動と住民への説明について 

町の経常収支比率は約 83%つまり 41.9 億円

のうち 35億円は支出先が固定されている状況

のため裁量的支出は約７億円に限られことに

なるが、こども園や小中学校の給食費の無償

化政策や、入学記念品としての画一的ランド

セルの贈呈等の子育て支援策に財政出動を傾

注する場合には、過去に恩恵がない世帯や、

子育てが終わった世帯を含み財政出動の思恵

を受けられない高齢世帯を含む納税者への説

明と理解促進が必要である。 

こうした無償化政策は、対外的な PR 感はあ

るが、住民意識の中に「当たり前感」と不公

平感の両方を醸成してしまうことが懸念され

る。 

住民からいただく税金を少子化や子育て支

援の名目で無償化＝公費負担へ財政出動する

政策についての納税者への説明と住民理解・

住民合意を丁寧に進めていく必要があるので

はないか。 

８番 

 山﨑 隆二 

 

 

 

 


